
生体医工学専攻　授業科目
19生 ◎必修科目　●選択必修科目　○選択科目

系　　列 授　業　科　目 配当年次 単位数
必修
選択別

毎週授業時間数

１年次 ２年次

春 秋 春 秋

生体科学

生体遺伝子工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

生体高分子化学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

人間環境工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

再生医療工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

分子生物物理学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

生体組織工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

生体工学

生体計測工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

医用画像工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

バイオメカニクス特論 1/2 2 ○ （2） （2）

臨床医学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

医工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

生体医工学特別講義Ⅰ 1/2 2 ○ （2） （2）

生体医工学特別講義Ⅱ 1/2 2 ○ （2） （2）

工学研究科
共通科目

工学総合演習 1 2 ● 2

技術英語表現法 1 2 ● 2

科学技術倫理特論 1 2 ◎ 2

技術者のための知的財産論 1 2 ○ 2

CAE演習 1 2 ○ 2

学際科目

生物工学Ⅰ 1 2 ○ 2

魚類学特論 1 2 ○ 2

熱流体工学特論Ⅰ 1 2 ○ 2

生産システム特論 1 2 ○ 2

情報処理基礎演習 1 2 ○ 2

情報処理特論 1 2 ○ 2

制御工学特論 1 2 ○ 2

知識情報特論 1 2 ○ 2

知能情報工学特論 1 2 ○ （2） 2

ユニバーサルデザイン特論 1 2 ○ （2） 2

建築学特別講義Ⅰ 1 2 ○ 2

建築学特別講義Ⅱ 2 2 ○ 2

特別研究 1～2 14 ◎ 7 7

① 修士課程２年間において必修科目の特別研究14単位と科学技術倫理特論２単位は、必ず修得しなければならない。また、そ
の他に16単位以上を修得し、総計32単位以上を修得した上で、必要な研究指導を受け、修士論文の審査ならびに最終試験に
合格しなければならない。

② ●印の工学総合演習と技術英語表現法から２単位以上を修得すること。
③ 学際科目は２科目４単位まで修了要件を満たす単位として認める。
④ 他専攻の講義科目を履修する場合は、書類（他専攻講義科目履修願）に必要事項を記入し教務課へ提出すること。なお、修
了要件を満たす単位としては､ ６単位まで認める。
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